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口座連携の設定 
 

金融機関やクレジットカードの利用明細を取り込んで、取引データを作成する方法を説明します。 

 

Ⅰ.口座連携の設定を行う前の準備 

口座連携を行うには、金融機関のサイトにログインができ、残高や明細が閲覧できる状態である必要があります。 

ログインするための、IDやパスワードなどがわかるようにしておいてください。 

銀行等・・・・・・・・・銀行の残高と明細を閲覧するには、インターネットバンキングの契約が必要です。契約方法については、銀

行等に直接お尋ねください。 

 電子証明書を利用してログインする金融機関の場合は、事前に電子証明書をコンピューターにインストール

する必要があります。その他、口座連携をするために事前に確認していただきたい情報を弥生ホームページ

の「製品サポート」に掲載しています。 ⇒ 金融機関と連携するための準備 

本ガイドを印刷した方は、下記の「製品サポートページの開き方」を参考にして、キーワードで検索して
ください。キーワードは「金融機関と連携するための準備」です。 

クレジットカード・・・クレジットカードの利用明細が閲覧できるサイトへログインするための登録が必要です。ログイン ID の取得や

パスワードの発行を行ってください。 

電子マネー・・・・・・電子マネーの利用明細が閲覧できるサイトへログインするための登録が必要です。ログイン ID の取得やパス

ワードの発行を行ってください。 

 

 

Ⅱ.利用明細の取得方式 

口座連携で利用明細を取得する方式は以下の3つです。 

取得方式 利用環境 特徴 

【API連携】 

クラウド版 

［金融機関公式連携］ Windows 

Mac 

・金融機関との公式連携のため、正確かつ安全に利用明細を取得可能です。 

・ログインIDやパスワードは、サーバー上に保存されません。 

・コンピューターを起動していなくても、利用明細を取得できます。 

【スクレイピング】 

クラウド版 

・ログインIDやパスワードは、サーバー上に保存されます。 

・コンピューターを起動していなくても、利用明細を取得できます。 

・電子証明書を利用する銀行口座は登録できません。 

【スクレイピング】 

インストール版 
Windows 

・「弥生口座自動連携ツール」のインストールやアップデートが必要です。 

・ログインIDやパスワードは、コンピューター上に保存されます。 

・コンピューターが起動中のみ、利用明細を取得します。 

・電子証明書を利用する銀行口座が登録できます。 

⇒ 対応金融機関は、弥生ホームページの「対応金融機関一覧」でご確認ください。 

製品サポートページでの検索キーワードは「スマート取引取込で連携できる金融機関」です。 
 
 

「製品サポート」ページの開き方 （弥生会計のガイドやヘルプをクリックすると表示されます） 
 
 
 
 

 

 

 

https://support.yayoi-kk.co.jp/faq_Subcontents.html?page_id=27001
https://www.yayoi-kk.co.jp/smart/financial-list/index.html?_ga=2.99079128.793003391.1638147814-1320158521.1624603407
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Ⅲ.作業の流れ 

利用明細を取り込むまでの流れは次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.登録の手順 

①金融機関の登録 

「口座連携の設定」に金融機関やクレジットカード、電子マネーを登録し、利用明細を取得します。 

 

 

＜手順＞ 

1. クイックナビゲータの「取引」の「スマート取引取込」アイコン 

もしくは、「ファイル」メニューの「スマート取引取込」－「取引の取り込み」）をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 金融機関の登録  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P3 

③ サービス連携の設定と初回の明細取得 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P18 

② 自動更新設定  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P14 
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2. 確認のメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「弥生 ID ログイン」の画面が表示された場合は、「弥生 ID」と「パスワード」を入力して「ログイン」をクリックします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「ようこそ「スマート取引取込」へ」の画面が表示された場合は「今すぐ使ってみる」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に「弥生マイポータル」に「弥生 ID」で

ログインしている場合は、この画面は表

示されません。 

既に別のサービスでスマート取引

取込を利用している場合はこの

画面は表示されません。 



5 

 

 

 

5. 「はじめに」の画面の「自動取込を設定する」ボタンをクリックし、「口座連携の設定」の「設定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「はじめに」の画面が表示されない場合 

「スマートメニュー」の「はじめに」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はじめに」の画面は初めてスマート取引取込を利用する際に表示されます。既に別のサービスでスマート取引

取込を利用している場合は、画面左に表示される「スマートメニュー」から起動してください。（下記参照） 
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6. 「ログイン画面へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 「弥生 ID」と「パスワード」を入力して、「ログイン」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 連携の許可についての内容を確認して、「同意の上連携する」をクリックします。 
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※ 「連携する事業所を選択してください」の画面が表示された場合は、事業所を選択して「ログイン」ボタンをクリック

してください。 

 

10. 「新規口座登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 登録する金融機関を検索します。 

 

例）「三井住友銀行」 

「カテゴリから探す」 → 「銀行」 → 「ミ」 の順にクリックします。 
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12. 検索結果から金融機関を選択して、「金融機関を選択して次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融機関の探し方  

登録する金融機関は、カテゴリを選択して五十音から名称で検索する方法と、地域を絞り込んで所在地から検索する方法が

あります。検索した結果の一覧が右側に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域から探す場合 ●カテゴリから探す場合 

1 

2 

3 

1 

2 3 
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13. インターネットバンキングにログインする方法を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 取得方式のボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融機関によりログインする方法が複数ある場合があります。 

ご自分が利用しているインターネットバンキングのログイン方法が

不明な場合は、ご契約された金融機関へお尋ねください。 

金融機関により複数表示される場合があります。 

取得方式の違いや特徴は P2 を参照してください。 



10 

 

 

手順 14 で選択した取得方式によって、次の手順が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 「口座連携する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 別ウィンドウに金融機関のサイトへのログイン情報設定画面が表示されるので、画面の指示に従って入力します。 

（例：三井住友銀行 表示される画面は金融機関、契約している口座によって異なります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順15 へ進む 

手順17 へ進む 

へ 

手順17 へ進む 

インストール版を選択する場合は、事前に「弥生口座自動連携

ツール」をインストールする必要があります。 まだ「弥生口座自

動連携ツール」をコンピューターにインストールしていない場合は

画面に従ってインストールすると、手順 17 へ進みます。 
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設定ができたら、手順 18 へ進んでください。  

 

17. 表示された項目に情報を入力して、［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ワンタイムパスワードを利用する金融機関を登録する際は、この後にワンタイムパスワードの入力画面が表示される

ことがあります。表示された場合は画面の指示に従って入力してください。 

 

 

 

18. 登録したい口座にチェックを付けて、「口座登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

初期値は「個人口座」です。 

法人口座の場合は変更してください。 

ここで選択した分類は口座登録後の分類

項目に表示されます。（Ｐ13 参照） 

ログインについての補足説明が

表示されていることがあるので

確認してください。 

入力する項目は金融機関やログイン

方法によって異なります。 
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19. 「明細取得へ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

20. 明細取得を行う画面が表示されるので「明細取得開始」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「クラウド版（金融機関公式連携）」の金融機関を登録した場合のみ  

自動更新時間の設定は不要であることを知らせるメッセージが表示されるので、「確認」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時点で口座の登録は完了していますが、 

次の手順に進み、明細を取得してください。 

 

「API 連携方式」は、「クラウド版（金融

機関公式連携）」のことを指します。 

対象の金融機関の見分け方や自動更

新時間の設定が不要な理由が記載さ

れているので、この画面が表示されたら 

ここをクリックして内容を確認しておきまし

ょう。 
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以上で金融機関の登録は完了です。 

 

メニューの［登録金融機関一覧］をクリックすると、登録した金融機関が表示されます。 

 

＜登録イメージ（サンプル）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の口座と連携する場合は、口座登録と明細取得を繰り返し行ってください。 

ボタンをクリックすると、P7 の手順 11 に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取得方式がアイコンで表示されます。 

・・・ クラウド版（金融機関公式連携） 

・・・ クラウド版 

・・・ インストール版 

項目の説明は、｢？｣にマウスを

あてると表示されます。 
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②自動更新設定  

明細の自動更新に関する設定を行います。 

 

設定はメニューの［自動更新設定］で行います。 

※ 「クラウド版 金融機関公式連携」の金融機関のみを登録している場合は、この画面は自動的に表示されません。 

メニューの「自動更新設定」をクリックしてください。 

 
 

金融機関の取得方式により、表示される

内容が異なります。 

 

ここでは、「クラウド版」 と「クラウド版（金

融機関公式連携）」の金融機関を登録し

た画面を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、「自動更新対象口座の設定」で、「自動更新」と「自動更新予定」の 

項目を確認します。 

 

 

 

 

 

  自動更新  は、明細の取得を自動で行うかどうかを設定する項目です。 

自動更新が「On」で、 自動更新予定  に時間が設定されていると、自動で明細取得を行います。 

【補足】ワンタイムパスワードを使用するクラウド版の口座は、パスワードを入力することができないため自動更新はできません。 

（明細の取込は手動となります。操作方法はP25の「○B 手動で取り込む場合」を参照してください） 

 

次に、自動更新を行わない、もしくは自動更新ができない金融機関は 

 自動更新  を「Off」に変更します。（右図参照） 

 
 

そして、自動更新  が「On」で、 自動更新予定  が「時間未設定」の 

金融機関がある場合は時間の設定が必要です。 

次ページを参考にして、自動更新を行う時間を設定してください。 
  

初期値は「On」 

初期値は「時間未設定」 

※ クレジットカードや 「クラウド版 金融機関公式

連携」の金融機関の場合は、システム側で決ま

っているため曜日や時間が表示されます 

（P12 下部を参照） 

 

 

 

 

「自動更新」は「On」をクリックすると、「Off」に

なります。 同時に、「自動更新予定」が「未

設定」に変わります。 
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＜自動更新時間の設定＞    

取得方式が 「クラウド版」と「インストール版」の金融機関が対象です。  

※ クレジットカードや 「クラウド版 金融機関公式連携」の金融機関は、システム側で決まっているため設定不要です 

 

時間帯は最大3件まで登録できます。 

 
ここでは、「クラウド版」の金融機関の設定手順を説明します。 

＜手順＞ 

1. リストから時間帯を選択します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

2. ［+追加する］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. Web ページの情報を更新して、「自動更新予定」に時間が表示されたことを確認します。 

（ Web ページの   をクリック、もしくはファンクションキーの「F5」や「Ctrl + R」を押下すると情報が更新されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

選択した時間帯が表示されます。 

クリックすると時間帯が

表示されます。 

「On」「Off」時の動作については 
次ページで説明しています。 

インストール版の金融機関の設定
です。内容については次ページの
補足で説明しています。 
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 自動更新「On」「Off」時の動作について  
 

 On の場合 （初期値） 

自動で明細取得を行います。 

操作方法は、P23 の「○A  自動更新の場合」を参照してください 

 ＜自動更新でエラーが発生した場合について＞ 

エラーを繰り返してログインがロックされないように自動更新を停止し、設定が自動的に「Off」に変わります。そして、エラ

ーが発生したことを知らせるメールが届きます。 

【注意】 エラーの発生を知らせるメールが届いたときは、必ず内容を確認して対処してください！ 

エラーは以下のような場合に発生することがあります。 

・ 金融機関のログイン情報（ID、パスワード）と、「口座連携の設定」に登録している情報が一致していないとき 

・ クラウド版（金融機関公式連携）の場合で認証情報が失効しているとき 

エラーが発生すると自動更新が停止されるため、そのままの状態にしておくと取得可能な期間が過ぎ、手動でも取得でき

なくなってしまうことがあります。金融機関のログイン情報を確認し、変更されている場合は「口座連携の設定」の情報を

最新に変更したうえで、必要に応じて手動で更新してください。「口座連携の設定」のログイン情報を変更する方法は

P28 を参照してください。 

 Off の場合  

自動で明細取得を行いません。明細は、任意の期間を指定して手動で取り込みます。 

操作方法は、P25 の「○B  手動で取り込む場合」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、自動更新対象口座の設定は完了です。 

 

引き続き、自動更新結果や自動更新に必要な認証状態の通知など、メールに関する設定を説明します。 

次ページに進んでください。 

補足：ワンタイムパスワード入力スキップ  

ワンタイムパスワードを利用してログインする金融機関に対して有効な設定です。明細取得を行う際に、ワンタイムパスワー

ドを入力する画面を表示するかしないかを設定する項目です。（初期値は「Off」） 

●Off の場合  自動更新の時間帯に、ワンタイムパスワードの入力を促すウィンドウが表示されます。 

  ワンタイムパスワードを入力すると明細取得が開始されます。 

●On の場合  ワンタイムパスワードの入力を促すウィンドウ自体が表示されないため、明細取得は行われません。 

   任意の期間を指定して手動で取り込みます。 

   操作方法は、P25 の「○B  手動で取り込む場合」を参照してください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 【注意】 ワンタイムパスワードを利用する金融機関と利用しない金融機関が混在する場合  

「ワンタイムパスワード入力スキップ」を「Off」にしている金融機関があると、ワンタイムパスワードを入力するまで明細取得を

再開しません。そのため、その他金融機関の明細が取得できないことがあります。 

ワンタイムパスワードを即時入力することが困難な場合は、この設定を「On」にすることで、その他の金融機関の明細だけを

自動取込することができます。 
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＜自動更新のメールに関する設定＞    

 

金融機関の取得方式により、表示される内容が異なります。 

 

ここでは、 

「クラウド版」と「クラウド版（金融機関公式連携）」の 

金融機関を登録した画面を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶クラウド版自動更新メール通知設定 

自動更新の結果をメールでお知らせするかどうかを設定できます。（初期値は「On」） 

●On の場合 正常終了時： 金融機関名と正常終了を知らせるメールが届きます 

 エラー発生時： 金融機関名と明細取得に失敗したことを知らせるメールが届きます 

●Off の場合 正常終了時： メールは届きません。 

 エラー発生時： 金融機関名と明細取得に失敗したことを知らせるメールが届きます 

❷認証失効事前通知・注意喚起メール通知設定 

金融機関の ID/パスワードなどの認証情報は一定期間で失効するので、失効する前や失効した後に認証が失効する（した）

ことをメールで通知するかどうかを設定できます。（初期値は「On」） 

●On の場合 認証失効の 7 日前、認証失効から 14 日後と 28 日後にメールで通知されます。 

●Off の場合 通知されません 

❸通知先の弥生 ID（メールアドレス） 

1 つの事業所データを複数の弥生 ID でログインしている場合に 

通知メールの宛先を変更することができます。 

（初期値は現在ログインしている弥生 ID） 

通知先にしたい弥生 ID でログインして、右図の赤枠の 

ボタンをクリックすると変更できます。 

操作方法はこちらをご覧ください。 

（本ガイドを印刷した方は、P2 の「製品サポートページの開き方」を参考にして、キーワードで検索してください） 

  検索キーワード： 「口座連携の設定」から送信される通知メールの宛先を確認・変更したい」 

「クラウド版」金融機関がある場合に 

表示（❶へ） 

「クラウド版（金融機関公式連携）」 

金融機関がある場合に表示（❷へ） 

金融機関の取得方式に関わらず表示

（❸へ） 

https://support.yayoi-kk.co.jp/subcontents.html?page_id=27690
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③サービス連携の設定と初回の明細取得 

登録した口座ごとに、取引手段や取得を開始する日を設定します。 

設定が完了すると、初回の明細取込が開始されます。 

 

＜手順＞ 

1. 「スマート取引取込」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「取引の取得に必要な準備が完了していません」をクリックします。 
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3. 取引手段や取得開始日等を設定して、「保存する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定は金融機関ごとに行います。 

金融機関を複数設定している場合は、その他の金融機関の設定も行ってください。 

 

取引手段 
会計ソフトで利用している科目を設定します。 

自動判断した勘定科目と補助科目が表示されますが、必要に応じて変更することができます。その際、

補助科目については手入力することも可能です。リストにない場合は手入力することで、取引の登録と同

時に新しい補助科目が作成されます。 

【注意】 

手入力した補助科目名称と会計ソフトの事業所データに

登録されている補助科目名が一文字でも違うと、会計ソ

フトに取引データを取り込んだときに新たに補助科目が作

成されます。既に科目を登録している場合は、リストから

割り当てたい科目を選択してください。 

取得開始日 
取得対象とする明細を、いつ以降の取引にするかを設定します。 

日付指定 

各金融機関との契約で決められている閲覧可能期間のうち、指定した任意の日付以

降の明細が取り込まれます。既に会計ソフトを運用中で手作業等により入力済みの期

間がある場合に有効です。日付はカレンダーから選択することもできます。 

すべて 閲覧可能期間の最初の日から本日まで（期間内すべて）の明細が取り込まれます。 

主な用途 
連携する口座やカードが、主に事業用に使用しているものか、個人用に使用しているものかを選択しま

す。事業用を選択した場合は、「未確定の取引」に表示された際の「取引の登録」の初期値が「未定」に

なります（P22 参照）。個人用を選択した場合は、初期値が「しない」になります。 

補助科目を使用しない場合は

空白の行を選択します 
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4. （事業所データに部門がある場合のみ） 

取引を取り込んだ際の初期値の部門を設定する場合は、［部門設定］ボタンをクリックして部門をリストから選択します。 

設定しない場合は、部門なし（「事業所」が選択されている状態）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

事業所データの［部門設定］と

同じ階層で部門が表示されます。 

設定した部門が表示されます。 

事業所データに部門が登録されていると 

ボタンが表示されます。 
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5. ［取引の取得結果は「未確定の取引」に表示されます」］と表示されていることを確認して、 

スマートメニューの「未確定の取引」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

取り込んでいることを知らせるメッセージが

点滅します。 

 

取り込みが完了すると［更新］ボタンを 

クリックすることを促すメッセージが表示され

ます。 

 

 

ここをクリックしても 

取込が開始します。 

通信状態によっては、状況を知らせるメッセージが表示されずに取り込みが完了していることがあります。 

手順 6 に進んでください。 

明細取込が開始されます 
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6. 「更新」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、金融機関の登録と初回の明細取得は完了です。 
 
 
 
 
 
 

  

こんなときは？  ［更新］ボタンをクリックしても、＜「検索された条件に一致する取引がありません」と表示される＞  

 

 

 

 

 

 

考えられる要因と対応方法 

● 会計データの会計期間外の明細である  ⇒ 会計期間と取込対象の明細日付を確認してください 

● 明細を取得できる期間が過ぎている（金融機関により明細を保持する期間は異なります） 

    

 ⇒ 取得期間は各金融機関の Web サービスなどで確認してください 

「未確定の取引」に表示されているデータを会計ソフトに登録する方法は、  

別冊子＜スマート取引取込「弥生会計へのデータ取込」運用ガイド＞ に記載しています。ご参照ください。 

 

明細が表示されます 

事業所データに部門が登録

されていると、「部門」列が表

示されます。 
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Ⅴ.2 回目以降の明細取得方法 

2 回目以降の明細取得方法は、自動更新の場合と手動で取り込む場合で異なります。 

○Ａ  自動更新の場合 ⇒ P23 へ 

○B  手動で取り込む場合 ⇒ P25 へ 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

○Ａ  自動更新の場合 

スマート取引取込を起動して「未確定の取引」の画面を表示します。 

  「取り込み済みデータを確認するには更新ボタンを押してください」のメッセージが表示されたら、「更新」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こんなときは？  ［更新］ボタンをクリックしても、＜「検索された条件に一致する取引がありません」と表示される＞  

 

 

 

 

 

対処法 

次ページの手順で取り込む取引があるかどうかを確認し、状態に応じて対処してください。 

 

 

 

取り込み中であることを知らせるメッセージが点滅

します。取り込みできると、［更新］ボタンをクリッ

クすることを促すメッセージが表示されます。 

通信状態によってはメッセージが表示されずに取り

込まれていることがあります。その場合は［更新］

ボタンをクリックしてください。 

明細が表示されます 
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手順 

［スマートメニュー］の［口座連携の設定］を 

クリックします。 

 

 

 

［ログイン画面へ］をクリックして、弥生 ID でログ 

インし、表示される画面の指示に従って進みます。 

 

 

 

［口座連携の設定］の画面が表示されるので、対象の金融機関のメニュー（銀行総合明細／カード総合明細／電

子マネー総合明細）をクリックします。（ここでは、［銀行総合明細］を選択したものとして進めます） 

期間を設定して、［銀行明細更新］をクリックします。 

に明細が表示されるかどうかを確認します。 

 表示された場合・・・取込対象の明細があります。 

⇒    の［スマート取引取込］をクリックして取り込みを行います。 

 表示されない、もしくはエラーが発生する場合・・・以下のいずれかに当てはまる可能性があります。 

 金融機関のサイトにログインするための情報（ID、パスワードなど）を変更した 

 明細取得を行うコンピューターを交換した（インストール版の金融機関の場合のみ） 

 ⇒ ［口座連携の設定］画面で、ログイン情報を変更してください。（手順は P28 参照） 

1 

2 

3 

3 

4 

6 

6 

5 

4 

5 
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○B  手動で取り込む場合 

 

1.［スマートメニュー］の［口座連携の設定］を 

クリックします。 

 

 

 

 

2.［ログイン画面へ］をクリックして、弥生 ID でログ 

インし、表示される画面の指示に従って進みます。 

 

   

 

 

 

 

3.［銀行総合明細］をクリックして、対象の口座に

チェックを付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 期間を選択して、「銀行明細更新」ボタンを 

クリックします。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［銀行明細更新］をクリックした際に、

明細が表示されない、もしくはエラーが発

生する場合は、P24 の手順 4 を参照

して対処してください。 

複数の口座にチェックを付けると 

まとめて取り込みできます。 
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5. 明細が表示されたら、「スマート取引取込」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. スマートメニューの［未確定の取引］をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 「取り込み済みデータを確認するには更新ボタンを押してください」のメッセージが表示されたら、「更新」ボタンをクリックします。 

（通信状態によってはメッセージが表示されずに取込まれていることがあります。その場合は［更新］ボタンをクリックしてくださ

い。） 

 

  

明細が表示されます 
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［口座連携の設定］画面について 

  

 

ここでは［トップ］と［銀行総合明細］の画面を使用して説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［認証］の表示が    になっている金融機関は、［解決方法］の各ボタンをクリックして、情報を更新もしくは変更します。 

 

直近のお知らせや稼働状況が表示されます。 

・ 青字のタイトルをクリックすると、お知らせの内容が表示されます。 

・［もっとみる］をクリックすると、過去のお知らせが一覧で表示されます。 

メニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

●ログイン履歴 

ログインした日時、アクセ

ス環境、アクセス IP の情

報が確認できます。 

●利用履歴 

直近 1 か月の口座の登

録や、認証情報更新、

明細の取得情報などが

確認できます。 

認証状態が    の場合にボタ

ンが表示されます。 

 

 

 

 

 

表示されるボタンは明細の取得

方式によって異なります。 

認証状態（明細取得の可否）を色で表示します。 

  （青）：認証情報が有効である（またはログイン情報が正しい）⇒ 明細取得が可能 

  （黄）：認証情報が有効であるが、失効まで 1 週間をきっている ⇒ 明細取得が可能 

  （赤）：認証情報が失効している（またはログイン情報が正しくない）⇒ 明細取得が不可 

認証状態が     の API 連携の口座は、口座認証情報の失効を通知するメールが以下の 

タイミングで送信されます。 

 失効前注意メール：認証情報の失効まで１週間以内となったとき 

 失効メール：認証情報が失効したとき（失効日） 

 失効後警告メール：失効日の 2 週間後と 4 週間後の 2 回 

認証情報（またはログイン情報）を

更新した最新の日付が表示されます。 

をクリック
したとき 

金融機関の API 連携認証設定画面が表示されるので、新しい認証情報を入力
します。（参考画面 P10 手順 16） 
引き続き、画面が表示された場合はその指示に従って進みます。 

金融機関のサイトへのログイン情報設定画面が表示されるので、新しいログイン情
報を入力します。（参考画面 P29 手順 6） 

をクリック
したとき 
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ログイン情報を変更する方法 

  

   

金融機関等の Web サービスでログイン情報（ID、パスワード、電子証明書など）を変更・更新した場合は、口座連携のロ

グイン情報を新しい情報へ更新しておく必要があります。 

 

＜手順＞ 

［スマートメニュー］の［口座連携の設定］を 

クリックします。 

 

 

 

 

［ログイン画面へ］をクリックして、弥生 ID でログイン

し、表示される画面の指示に従って進みます。 

 

 

 

 

［口座連携の設定］の画面が表示されるので、［登録金融機関一覧］をクリックします。 

金融機関の名称をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

4 

3 

1 

2 

3 

4 
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  前ページからの続き 

 

「ログイン情報変更」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

正しいログイン情報を入力して「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更が完了したことを知らせる画面が表示されるので、「閉じる」ボタンをクリックします。 

画面の指示に従って、「口座更新」と「明細取得」を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自動更新設定」をクリックして、「自動更新」の状態が「On」になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

「Off」になっている場合はクリックして 

「On」に変更します。 

5 
 

6 
 

7 

8 

「口座更新」は [口座更新]ボタンをクリックします。 

（ボタンの位置は本ページ手順 5 の画像参照） 

「明細取得」は P25 の手順 3 以降参照 
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口座連携を解除する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口座連携を解除して、すべての金融機関の情報と不要な取引データを削除する場合に行います。 

 

＜手順＞ 

「設定メニュー」の「サービスの連携」を 

クリックします。 

 

 

口座連携の▼をクリックして、 

「サービス連携を解除する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明が表示されるので確認し、「解除する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めて口座連携を行うには、

「はじめに」もしくは「連携先を

追加する」をクリックして、再度

金融機関を登録してください。 

1 

3 

2 

2 

1 

口座連携で取得した取引データ

（「確定済みの取引」の「登録済み」

のデータは除く）も削除する場合は、

チェックを付けます。会計ソフトに登録

済みの仕訳は削除されません。 
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一部の金融機関の口座を削除する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引がなくなった場合など、一部の金融機関の情報を削除する場合に行います。 

 

＜手順＞ 

［スマートメニュー］の［口座連携の設定］を 

クリックします。 

 

 

 

 

［ログイン画面へ］をクリックして、弥生 ID でログ 

インし、表示される画面の指示に従って進みます。 

 

 

 

 

［口座連携の設定］の画面が表示されるので、［登録金融機関一覧］をクリックします。 

 

金融機関の名称をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

3 

2 

1 

3 

4 

4 
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  前ページからの続き 

 

 
「設定」をクリックして、「口座削除」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージが表示されるので、「口座削除」をクリックします。 

5 

6 
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金融機関が API 公式連携に対応した場合の移行方法 

  

 

連携済みの金融機関が API 公式連携に対応すると、「スマート取引取込」の［口座連携の設定］画面に下図のようなメッ

セージが表示されます。表示された場合は以下の手順に従って移行してください。 

 

 

 

 

 

＜手順＞ 

［口座連携の設定］画面を表示します。 

「【重要】金融機関が公式に提供する API での連携を開始いたしました」のメッセージの金融機関名をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「【重要】金融機関が公式に提供する API での連携を開始いたしました」のメッセージの［金融機関公式連携（API

連携）に変更］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

 

 

 

 

1 

2 

3 



34 

 

  前ページからの続き 

 

［口座連携する］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別ウィンドウに金融機関のサイトへのログイン情報設定画面が表示されるので、画面の指示に従って入力します。 

（表示される画面は金融機関、契約している口座によって異なります） 

 

  認証が完了すると、手順   の画面が表示されます。 

 

 

 画面が切り替わらない場合は、 

「こちら」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

［金融機関公式連携（API 連携）で取得した口座］の「選択してください」のリストを表示して、API 連携を行う

口座を選択します。選択ができたら［紐付けたい口座を選択して次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

次ページへ続く 
 
 
 
 
 

4 

6 

5 

6 
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前ページからの続き 

 

確認して［実行］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［金融機関公式連携（API 連携）へ変更が完了しました］の画面が表示されたら［明細取得へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明細取得を行う場合は「明細取得開始」をクリックします。 行わない場合は［閉じる］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 

8 

9 



 

 

 


